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持続可能な
「医療と健康、美」の流通

シェアリングロジスティクス基盤モデルや新たな流通網の構築に向けた取組みは、社会・関係資
本や物流設備資本の増強、さらには特許の取得やノウハウ蓄積などを通じ知的資本の価値を高め
ます。また、売上等への貢献により、ゆるぎない財務資本の構築につながると考えています。

○ ○ ○ ○

新たな価値創造による
収益性の向上

希少疾病用医薬品等の研究開発や海外への進出に向けた取組みを通じた新たなビジネスモデルの構
築、食品加工原材料卸売等関連事業における経営統合によるさらなるグループシナジーの創出は、知
的資本や物流設備資本を強化するとともに、新規利益の獲得を通じて財務資本の増加につながるも
のと期待しています。また、地域医療コーディネーターの活動は、地域のヘルスケア課題解決に向けさ
まざまなパートナーとともに取り組むことで社会・関係資本の拡大につながると考えています。

○ ○ ○ ○

未来を担う人材の育成 エンゲージメントの向上や新人事評価制度の導入、次世代リーダーの育成などの取組みは、変革
人材の増加による人的資本の強化とともに、ノウハウの蓄積、組織力の強化といった知的資本の
増強にもつながります。また、これらの取組みは競争優位性の強化や生産性の向上にもつながり、
その結果、財務資本の増加につながると考えています。

○ ○ ○

ダイバーシティ＆
インクルージョンの推進

女性活躍推進などの取組みを通じた多様性の確保や、働きやすい職場環境の整備による優秀な
人材の定着、さらには人権を尊重する企業風土は、人的資本の最大化にとどまらず、イノベーショ
ンと新たな価値創出をもたらすことで、知的資本の価値を高め、財務資本の増加につながります。
また、社会からの信頼と評判向上といった社会・関係資本の強化にもつながると考えています。

○ ○ ○ ○

脱炭素への取組み 自社の温室効果ガス排出削減に向けた取組みは、環境対応設備の導入による物流設備資本の増
強を通じ、気候変動の緩和といった自然資本の毀損低減につながると考えています。また、取引
先の脱炭素に貢献することは、社会・関係資本の強化だけでなく売上等への貢献といった財務資
本の増加につながると考えています。

○ ○ ○ ○

健全で透明性の高い
企業経営

コンプライアンスの徹底に向けた取組みは、高い倫理観を持った人材の増加といった人的資本の
強化や組織の健全性向上による財務資本の増加にもつながっていきます。また、リスク管理体制
の高度化は、リスクマネジメントに関するノウハウの蓄積といった知的資本の価値を高めるだけで
なく、取引先との信頼関係構築などの社会・関係資本の拡大につながると考えています。

○ ○ ○ ○

当社グループが持っている「強み」を活かし、資本を最大活用することが重要であると考えています。 マテリアリティに取り組むことで資本の強化・拡大を図っていきます。

マテリアリティと資本の関係

※ 特にマテリアリティとの関連性が高い資本に「〇」
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